
様式第２号  

平成２５年度   独 創 的 研 究 助 成 費 実 績 報 告 書 

平成２６年 ３月１８日 

申  請  者 学科名 情報通信工学科 職 名 教授 氏 名 伊藤 信之  印 

調査研究課題 Carrier Aggregation 技術用RFフロントエンド回路の研究 1 

交付決定額 ¥800,000 

調査研究組織 

氏   名 所属・職 専門分野 役割分担 

代 

表 
    

分 

 

担 

 

者 

    

調査研究実績 

の概要○○○ 

1. 今年の主な学会におけるデュアルバンド送受信回路の研究動向 

従来デュアルバンド/マルチバンドの送受信回路の研究は様々な学会で発表されてきた

が、この1年は「同時送受信」という事に着目した研究発表がいくつか行われた。NTTド

コモ先進技術研究所からは、LTCCを用いたデュアルバンドのバンドパスフィルタ（以

下BPF）の研究[1]および、デュアルバンドBPFにおける相互変調に関する研究[2]の論文

発表が行われた。また、東京工業大学/NTT未来ねっと研究所からは、2バンド受信器に

関する論文[3]を代表とする発表が延べ5件行われた。なお、前者のBPFは本研究のター

ゲットアプリケーションと同じ、 LTE-Advancedに採用される見込みのCarrier 

Aggregation（以下CA）を目標としているが、後者は所謂ホワイトスペースに向けた研

究であり、視点は本研究とは異なる。また、このような研究が現在いくつか見られるの

は、主に日本国内であり、海外の学会ではまだみられない。 

いずれにしても、同時に複数のキャリア信号を送受信する技術の研究開発は、電波資

源の有効活用の観点からも、実現される端末の小型化・省電力化の観点からも、今後更

に進んでいくと考えられる。 

2. 今年度の目標 

申請時に示した今年度の目標と提案する受信器全体のアーキテクチャを図1に示す。

今年度は全体アーキテクチャ、LNA回路のアーキテクチャ設計、チップ設計およびチ

ップ試作・評価を目標としていた。 
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今年度の目標
1. アーキテクチャ設計（～6月）
ディスクリート部品を用いた実験

2. LNA設計（7月～3月）
チップ設計
チップ試作

 
図1 アーキテクチャと今年度の目標 

3. 今年度の進行状況 

受信器全体アーキテクチャについては図1に示す結果となった。このブロックダイア

グラムから、総務省資料[4]、図2に示すディスクリート部品を用いて構成したアンプの

N9069Aを用いた雑音測定値等を鑑みて表1に示すLNAの仕様・アーキテクチャの検討を

行った。 

表1で示した目標仕様を満たす

ために、数種類のアンプ回路を検

討したが、特に入力整合を狭帯域

とする回路と広帯域とする回路に

ついて解析をすすめ、ディスクリ

ート部品を用いて構成したアンプ

の線形特性の結果（図示せず）よ

り、より妨害波に強いと考えられ

る狭帯域のアンプを採用することとし、回路を考案・検討した。そのシミュレーション

結果を図3（左図）、図3（右図）に示す。この結果、目標とするデュアルLNAが実現で

きる事を確認することができたがチップ試作には至らなかった。 
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図3 本研究で検討したLNAの入力整合特性（左図）と利得（右図） 

4. 今後の計画 

今後、この回路をチップとして実現するためのレイアウト設計を行い、来年度中には

チップの試作・評価を行うとともに、他の回路形式も検討する予定である。 
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目標仕様

入力整合 |S11|<-7dB

利得 |S21|>15dB

雑音指数 NF<2dB

線形性 IP1dB>-20dBm
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図2 N9069Aを用いた雑音測定   表1 LNAの仕様 

 


